
【取組内容②】デジタル・シティズンシップはじめネットリテラシーの向上を目指す外部専門家によるオンライン授業

幸手市立幸手中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

概要
専門的知見を有した有識者（大学教授等）による、生徒がネットいじめに対して
どのように向き合えばよいのか考える複数学級同時開催のオンライン特別授業を
実施することで、多面的・多角的なオンライン授業が可能であることの実証を得る。

Before After
オンラインで
複数学級同時実施

動画教材を活用

Point!
あえて匿名で集計できるアン
ケートフォームを活用する
ことで、言いにくい内容でも
発信できる。

ネットいじめが起きる
仕組みや S N Sの特徴に
ついての正しい知識が
不十分

課題・展望
学びをもとに、自分たちで今後ICTを
どう利活用していくのか、その模索や検討、
アイディア創出の時間を設定していく必要
がある。
生徒自らが課題を解決するために学び
たい外部人材等を探し、講演に向けての
交渉・運営に携わる実践にも挑戦したい。

ねらい

成果

デジタル社会で生きていく 生
徒達には、生徒一人一人がネッ
トリテラシーについて考え、意思
決定を促す場面を意図的・計
画的に創出していくこと必要で
ある。
ICTを活用したオンライン授
業により、有識者から得られる
貴重な学びを提供することをね
らいとする。

対面実施の際に生じる遠距離
問題の克服、高名な知識人から
得られる貴重な学びの提供、複数
対象が同時に学べる機会の提供が
実現できた。
専門的知見に触れ、SNS利活用
で問題が生じた際の新たな切り口・
対処法に気付く生徒が多数いた。


